
漁船漁業構造改革推進会議

青色発光ダイオード集魚灯の
技術開発について

ー「イカ釣り漁業が変わる！」ー

（社）マリノフォーラム２１

ＬＥＤ集魚灯開発事業検討会

平成16年11月11日



テーマ

Ⅰ．青色発光ダイオード集魚灯とは？

Ⅱ．ＬＥＤ集魚灯の漁獲試験結果はどうだった
か？

Ⅲ．ＬＥＤ集魚灯は、なぜ少ない電力でよいの
か？

Ⅳ．イカ釣り漁業はどう変わるか？



青色ＬＥＤ集魚灯を搭載した漁船の写真

立待岬の展望所から観察した様子
（中央がLED集魚船）



青色ＬＥＤ集魚灯の漁獲試験結果
ＬＥＤ集魚灯は、適切な設置条件の下で、メタハラ集魚灯と遜色がない漁獲を

期待できることが、実績及び漁労長の判断から、概ね確認できつつある。
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注１）「評価」とは、ＬＥＤ漁船の漁獲量と、同海域・同日時のメタハラ灯漁船の漁獲量とを比較し、概ね同
量程度の漁獲ができた場合を○、下回った場合を×とした。



LEDとメタハラの総合的な効率

• 青色光成分 約10倍
• 有効放射効率 約8倍
• エネルギー変換効率 約0.4倍

以上のことから

総合効率=約32倍以上



水中を通る光、消える光

水中における光の波長別透過率
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イカの目で見てみよう。

イカの種類と最大視感度波長

スルメイカ ４８２ nm
コウイカ ４９０ nm
ヤリイカ ４９４ nm
ケンサキイカ ４９１ nm
アカイカ ４８２ nm
ホタルイカ ４７１、４８４、５０１ nm



青色ＬＥＤの特徴
青色ＬＥＤとメタハラの放射スペクトルの特性の図

メタルハライドランプ 青色LED
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LEDの青色光成分の
割合は約10倍



放射範囲の模式図

船

海面

メタハラ灯

メタハラ灯の放射範囲 有効放射範囲

明所

•上半球への放射（５０％）
•甲板への放射（２０％）
•海中入射光（迎角４５°～３０°：１０％

ＬＥＤ灯の効率は約８倍



既存船にＬＥＤ集魚灯を設置した場合のコスト比較

１０ＧＴクラス（メタハラ９０kw）のイカ釣り漁船を想定

（イ）燃油代の年間推定節約額 △１６０万円／年

（ロ）灯火等の更新費用の年間推定節約額 △４５万円／年

（ハ）ＬＥＤ改造費とメタハラ灯更新費用との比較

ＬＥＤ集魚灯ﾊﾟﾈﾙ ８００万円程度

メタハラ灯 １６０万円程度

（ニ）ＬＥＤ灯への転換に伴う出費の増加 ６４０万円

総合的な経費の比較

ＬＥＤ灯への転換による設備費の増加（６４０万円）は、ランニングコストの

削減（２０５万円／年）によって、現時点であっても３年程度で回収。

なお、差額回収後については、経営改善に直接的に貢献する。



代船建造時等の比較

代船建造、或いは設備の大更新の場合に、ＬＥＤとメタハラを比較すると、
現時点のＬＥＤ価格であっても、ほぼ同等。

①ＬＥＤ集魚灯の場合
ＬＥＤ灯・制御用コントローラー（２～３ヶ）・工事費
なお、電源は船内電源用発電機を使用可能 約８００万円

②メタハラ集魚灯の場合
メタハラ灯・安定器・補機・発電機・工事費 約７００万円



メタハラ点灯時の温度変化

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

19:44 19:49 19:54 19:59 20:04

時間

温
度
(度
)

後部デッキ

操舵室

前部デッキ

19:45 点灯
20:00 消灯

測定機器 ディジタル温度計
測定場所 各場所の床から約2mの位置



試験船の船主さんの感想
メタハラ集魚灯と比べ青色ＬＥＤ集魚灯は、

�肌がただれたり、目の奥が熱くて眠れないというようなこ
とがない。

�燃料代が２分の１少なくなった。
�火災の原因とも言われている安定器を設置する必要がな
いので安心。

�実際、青色ＬＥＤ集魚灯船を造ったとして、現状（メタハラ
船）と、どれだけ違いが出るのか、知りたい。（船内のス
ペース・消費電力・機器の内容・発電機の大きさ等）

メタルハライド集魚灯船 青色ＬＥＤ集魚灯船
船上にて調査の様子



青色ＬＥＤ集魚灯による効果

１．コストの削減（経営改善）
・燃料消費量を 約１／２ に削減 （消費電力は１／３２以下）
・メンテナンスコストの大幅な削減

２．労働環境の改善
・紫外線ゼロ
・騒音低下
・甲板上の温度低下 等

３．船内スペースの利用
（安全性・居住性の向上、生産の合理化等）
・安定器、大きな補機・発電機は不要
・燃料油タンク等の小型化

４．環境負荷の低減
・ＣＯ２、ＮＯＸ等の発生抑制



今後の主な検討事項

①LED集魚灯を用いた漁獲試験データの蓄積

②LED集魚灯の構造と配置の改善

③LED集魚灯の性能に関する科学的データの集積

④LED集魚灯を使用したイカ釣り漁船の設計・検討
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